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まず第 l 章では，溶接熱影響による母板 HAZ 部の硬化性について，特に母材の化学組成の影響を
検討し，鋼の炭素当量式，冷却速度と硬化性との関係を明らかにしている。
第 2 章では，筆者の考案した非拘束 T形すみ肉溶接割れ試験法及び従来の低温割れ試験法によって
非調質鋼の低温割れ感受性を検討し，従来の炭素当量式の問題を明らかにしながら新しい割れ感受性






















( 1 )非調質鋼の低温割れ感受性を筆者の考案した非拘束 T形すみ肉溶接割れ試験法などにより検
討し，新しい割れ感受性指数 PN( P NB ) 値を提案している。





( 4 )これらの結果をもとに 耐溶接割れ非調質高張力鋼を開発するとともに 割れを防止するた
めの溶接施工条件を合理的に選定する方法を確立している。
以上のごとく本論文は船舶，橋梁，海洋構造物，ラインパイプなどに用いられる非調質鋼の冶金的
問題点，特に鋼の組成と溶接低温割れとの関連などについて基礎的に解明するとともに，合理的な施
工条件の選定の方法を確立するなど，溶接工学の発展に寄与する所が大きし玉。よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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